


はじめに

2019年の日本経済は、令和へへの幕開けと2020年に向けて、社会インフラ投資資が活発化すると共に企業部
門を中心に生産性向上への取り組組みが続いています。輸出の減速など不透明感ががありますが、設備投資と個
人消費が景気を下支えしている状状況です。一方、世界経済は中国が減速傾向を強強め、米欧共に先行き不透明
感が強まっています感が強まっています。IMFIMFの世界界経済見通しの世界界経済見通し（（20192019年年1010月）月）でもでも、20192019年の実質質経済成長率は年の実質 3.0%、2020
年も3.4% 通しとなっています。に留まる見通しとなっています。しとなっています。通

このような市場環境を背景に、今回の『電子情報産業の世界生産見通し』（赤本）では、世界生産額は、2019
年は2兆9,219億ドル（対前年1%増増）、2020年は3兆807億ドル（同5%増）と見通ししています。世界で5G（第5世
代移動通信システム）の実用化を視視野に入れた技術革新が進むと共に企業価値を向向上するためのソリューショ
ンサービスの需要も拡大することとからプラス成長が続く見通しです。

日系企業生産額は、米中貿易摩摩擦の長期化等による輸出の減少から、日 2019年年には37.4兆円（同3%減）とな
るも、今後は車の電装化や今も、 装化やるも、今後は車の IoTIoT機機器の高機能化による高機能・省エネ・高信頼のの電子部品・デバイスの増加機器の高機能化 高機能・省る高機 る高機
などにより、りよによどに 20202020年には年には38.138 138 兆兆円兆円（同（同2%2%増）とプラス成長に転じる見通しです。とプラス成長に転じるプラス成長に転じるプラ

そそうした中、そ した中た中、JEITAJEITAJEITAAでは、あらゆるものがネットワークに繋がり、データを共有することで、多くの人が積有することで、多くの人が積では、あらゆゆるものがネットワークに繋がり、データを共有がネットワークに繋がり、データを共有することで、多くの人が積繋がり、データをターゆるものがネットワークに繋がり、データを共有することで、多くの人が積ももゆでは あでは、で ゆるものがネットワークに繋がり データを共有することで 多くの人が積
極的に価値創造に参画できる超ススマート社会「社会「値創造に参画できる超スマ 「創造に参画できる超ス ートに的に価極的に価値創造に参画でき 超極的に価値創造に参値創 Society 5.0Society 5 0o iS 0cietety 5.0 な価値創造プラットフォーム」の実現のため、新たな」の実現のため 新たな価値創造造プ ットフォーム」 実 新 価値創造ププラットフォーム」の実現のため、新たな価値創造
の構築を目指して活動を進めていいます。目指して活動を進めています。構築を目指して活動を進めていますの 築をの 進構築 います。

今回で今今回で今今回ででで1001010100回目となる『注目分野野に関する動向調査』では、この「目分野に関する動向調査』では、この「回目となる『注目分野に関する動向調査』では この目分野に関する動向調査』では、こなる『注 この「分野に関する動向調査』では、この回目と回目とな Society 5.0Society 5.0ociety 5 0i t 5 005.0Society 5 もキー」ににおいてもキーとなる「キーとなるもキーとなもても」におい」にお ーとなる「もキも」においても」 て るとな 5G5GG5G時時時時
代の進展、ローカルの進展代の進展、ローカル展、ローカル代代の代の進展 5G5G5Gによる需需要創出」をテーマに取り上げました。よる需要創出」をテーマに取り上げによ げ したる需要創出」をテーマに取り上げまよる需要創出」をテーマに取り上げまによ した。る需要創出」をテ マに取り上げま た。。CPS/IoToT/IoTCPSCPS/I TCPS/IoTCPS/IoT市市場拡大とその進化を支えるの進化を支えるそとそ市場拡大と市場拡大 を支進化 るえその進化をとその進化大と市場拡大と市場拡市場
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ました。まま た。した。ま た
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電子情報産業の
世界生産動向分析
（ドルベース）
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電子情報産業における2019年の世界生産額は、2兆9,219億ドル（対前
年1%増）と微増に留まる見込み。データ利活用の高度化・自動化が進む
ことでソリューションサービスの好調を見込むものの、世界経済が米中
貿易摩擦の長期化等による世界経済の減速は半導体や電子部品において
は調整局面がある。2020年には状況は改善すると共に5Gの進展や攻め
のIT投資のさらなる拡大により、3兆807億ドル（同5%増）とプラス成長
を見通した。

【世界生産額の推移（ドルベース）】
電子情報産業の世界生産額は、2019年は対前年1%
増の2兆9,219億ドルと微増に留まるものの、2020年
には対前年5%増の3兆807億ドルと再び拡大し、過去
最高を更新する見通し。足元では米中貿易摩擦の長期
化等の経済の不透明感が強いものの、先行きとしては、
先進的な企業による創造的な革新に向けた、攻めのIT
投資が続くことでソリューションサービスの需要拡大
が続き、5Gの進展により大容量の映像データなどを高
速処理するニーズが増えることは、端末の高機能化に
大きく貢献、さらに安全意識の高まりによる車の電装
化率向上も加わり、電子部品・デバイスの伸長が期待
できる。
2009年から2019年（見込み）までの変化を分野別の
構成比で見ると、世界で市場が拡大している分野であ
る、スマートフォン等の通信機器分野が2,750億ドル

から5,170億ドルに、半導体分野が2,262億ドルから
4,090億ドルにソリューションサービス分野が5,913
億ドルから9,218億ドルに伸びており、その結果世界
生産額における構成比は11年間でそれぞれ5ポイント、
3ポイント、3ポイント上昇している。
日系企業の生産額は、2010年の4,843億ドルをピー
クに減少し、2019年は3,428億ドルと、ピーク時の約
7割の規模に留まっている。この間の日系シェアを見る
と、ピーク時の2010年には全体で21％を占めていた
が、2019年は12%となる見込み。この背景には、海
外企業との競争激化によるシェア低下や、世界で高成
長のソリューションサービス分野において日系企業の
伸びが低いことがあげられる。我が国においても一層
の攻めのIT投資による創造的な革新が求められている。
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※単位未満四捨五入により、内数と合計が一致しない場合がある。
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世界生産額
2兆9,219億ドル

2019年
（見込み）

海外企業生産
88%

世界生産額と日系企業シェア 分野別日系企業のシェア（2019年見込み）
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12%

12%電子情報産業　計
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4%

世界生産額分野別構成比の変化（2009年→2019年見込み）

日系企業の状況（2019年見込み） ドルベース
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電子情報産業の
世界生産見通し
（ドルベース）

電子情報産業の世界生産額推移（ドルベース）

AV機器

通信機器

電子部品

ディスプレイデバイス

半導体

ソリューションサービス

コンピュータおよび情報端末

その他電子機器

1,409

9,218
7,670

8,470

4,090

4,122
4,688

1,259

1,416

1,296

2,200

2,168

2,265

1,392

1,296

1,372

4,477

4,319

4,401

5,170

4,976

4,968

1,411

1,317

29,219

27,284

28,868
6%

6%

4%

-8%

2%

0%

14%

10%

7%

1%

0%

4%

2%

1%

-3%

-3%

-13%

9%

2019年
（見込み）

9,992

4,330

1,306

2,278

1,446

4,513

5,471

1,472

30,807
5%

4%

6%

1%

4%

4%

4%

6%

8%

2020年
（見通し）

2017年
（実績）

2018年
（実績）

（単位：金額＝億ドル，対前年伸び率＝％）

世界生産額（億ドル）

ドルベース

電子情報産業における世界生産額（ドルベース）は、データ利活用の高度
化・自動化が進むことでソリューションサービスが好調に推移し全体を
牽引するも、米中貿易摩擦の長期化等による世界経済の減速は景況感の
悪化や設備投資の抑制につながり電子部品・デバイスはマイナス、その
結果2019年は微増に留まる見込み。今後は各国での5Gの進展や攻め
のIT投資のさらなる拡大により、ソリューションサービスや電子部品・
デバイスが伸長し、2020年はプラス成長を見通した。

2019年の世界経済は、中国が減速傾向を強め、米欧
共に先行き不透明感が強まった。2019年10月のIMF
世界経済見通しによれば、2019年の世界経済の実質成
長率は、世界金融危機以降で最も低い3.0%となってい
る。こうした中で電子情報産業は、業界の垣根を超え
た変革の真っ只中にあり、データ利活用の高度化や自
動化によりビジネスモデルの変革や生産性向上と共に
新たな価値創造に向けた取組が進展しつつある。しか
しながら米中貿易摩擦の長期化等の経済不安は、景況
感を悪化させると共に設備投資の抑制につながり電子
部品・デバイスでの調整局面を長引かせている。2019
年の電子情報産業（電子工業とソリューションサービスの
合計）の世界生産額は、2兆9,219億ドル（対前年1%増）
と微増となるも、うち電子工業（電子機器と電子部品・デ
バイスを合わせたハードウェア）の世界生産額は2兆1億
ドル（同2%減）とマイナスを見込んだ。

続く2020年は、依然として世界経済への懸念はある
ものの、中国をはじめとする政府による景気刺激策が期
待できることや、5Gの各国でのサービス開始と共に映
像データを瞬時・大量に処理・保存するニーズがますま
す増大すると見込まれており、端末の高機能化に加え、
映像解析・伝送技術向上やAI(人工知能)によるビックデー
タ解析技術の革新により、製造や公共などの産業分野
をはじめとする利活用分野での新たな価値創造に向け
た取組が進むと共に、新たなサービスが生まれ、それら
に関わるソリューションサービスの需要拡大が見込まれ
る。さらに安全意識の高まりによる車の電装化率向上や、
経済発展に伴う生活インフラとしてのスマートフォンの
高機能化、音声により誰でも手軽に操作可能なスマート
スピーカの需要が広がっていくことで、電子部品・デバ
イスの伸長が期待できる。2020年の電子情報産業の世
界生産額は対前年5%増とプラス成長を見通した。

8



日系企業の
世界生産見通し
（円ベース）

日系企業の世界生産額推移（円ベース） 円ベース

AV機器

通信機器

電子部品

ディスプレイデバイス

半導体

ソリューションサービス

コンピュータおよび情報端末

その他電子機器

39,929

79,22773,404 76,566

47,22551,223 53,665

15,11719,885 15,662

87,57492,007 92,375

24,760
24,975 25,487

59,341
58,580 59,573

21,582
24,970 21,052

38,843
40,199

373,669
385,243 384,3090%

2%

0%

-21%

2%

-16%

5%

4%

-1%
-3%

-3%

3%

0%

-3%

-5%

-3%

-12%

3%

2019年
（見込み）

82,038

49,615

14,173

90,317

25,367

57,979

22,259

39,317

381,0652%

1%

3%

-2%

2%

3%

-6%

5%

4%

2020年
（見通し）

2017年
（実績）

2018年
（実績）

（単位：金額＝億円，対前年伸び率＝％）

日系企業生産額（億円）

電子情報産業における2019年の日系企業生産額（海外生産分を含む）は、
企業の生産性向上や施設の安全性向上を背景としたパソコンや、パブ
リックディスプレイ、ソリューションサービス等の需要増加があるが、
電子部品・デバイスでは米中貿易摩擦の長期化等による輸出減少の影響
により、37兆3,669億円（対前年3%減）と見込んだ。今後は、IoT機器*の
高機能化が進み新たなビジネスモデルの創出が活発化することで需要拡
大が見込まれ、2020年は対前年2％増を見通した。

日本経済は2020年に向けた社会インフラ投資が活発
化すると共に企業部門を中心に緩やかな成長が続いて
いるものの、中国やアジア向けを中心とした輸出減に
よる製造業の業績悪化や所得の伸び悩みによる消費マ
インドの悪化が懸念される。電子情報産業では、企業
部門を中心に働き方改革による労務管理強化や生産性
向上に向けた取組の浸透からパソコン需要が好調に推
移している。また安全や利便性向上に向けたパブリッ
クディスプレイ等の需要も好調に推移している。しか
し、日系メーカの得意分野である高機能・省エネ・高
信頼の半導体・電子部品の分野では、米中貿易摩擦の
長期化等による輸出減少の影響を大きく受けたことに
より、2019年の日系企業の生産額（海外生産分を含む）
は電子情報産業で37兆3,669億円（対前年3%減）、うち
電子工業で29兆4,442億円（同4%減）と見込んだ。

今後は、米中貿易摩擦の長期化等の懸念はあるもの
の、様々な業種・業務の顧客ニーズにあった機能開発
により新たな価値創出に向けた取組が加速していく。
AIによるビッグデータの高速解析や、高度なセキュリ
ティ対策技術、データ連携技術による業務自動化（RPA）
等、新たな価値を生み出す源泉として、IoT機器＊やソ
リューションサービスの需要拡大が期待できる。さら
に電子部品・デバイス分野では、5G関連投資拡大によ
る需要増加および車の自動運転支援機能強化による電
装化率の向上、スマートフォンの高機能化など搭載数
増加が見込めることから電子部品・デバイスのニーズ
も高まる。2020年の日系企業生産額は対前年2%増と
プラス成長を見通した。

注＊：IoT機器：ネットワークに繋がるすべての電子機器とモノ機 る の ノ
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電子工業の
国内生産見通し
（円ベース）

電子工業の国内生産額推移（円ベース） 円ベース

AV機器

通信機器

電子部品

ディスプレイデバイス

半導体

その他電子機器

6,074

29,633
34,835 35,364

13,402

17,426 13,843

26,591

26,450
27,302

13,939

13,552 14,405

12,550

10,505 11,438
8,442

9,372 8,091 5,519

6,407
110,076

119,093
116,513-2%

6%

3%

-21%

9%

-14%

2%

-5% -6%

-9%

4%

10%

-3%

-3%

-3%

-16%

2019年
（見込み）

30,965

12,525

27,599

14,274

11,123

8,654

5,348

110,4880%

-3%

3%

-11%

2%

4%

-7%

4%

2020年
（見通し）

2017年
（実績）

2018年
（実績）

（単位：金額＝億円，対前年伸び率＝％）

国内生産額（億円）

コンピュータおよび情報端末

電子工業における2019年の国内生産額は、パソコン等の情報機器での
生産増加があったものの、電子部品・デバイスでは輸出減少の影響を受
けて、11兆76億円（対前年6％減）とマイナスを見込んだ。続く2020年
は、米中貿易摩擦の長期化等が懸念されるものの、車や電子機器の高機
能化や環境対応により電子部品・デバイスでの回復が期待できることか
ら、国内生産額は11兆488億円（同±0%）と見通した。

2019年の国内経済は、企業部門を中心にゆるやか
な成長が続いているものの、中国やアジア向けを中心
とした輸出減少による製造業の業績悪化が懸念される。
また、所得の伸び悩みや10月の消費税率引き上げによ
り消費マインドの悪化も懸念される。電子工業では、
パソコンの法人向け買換需要は安定的に推移し、また
東京オリンピック・パラリンピックに向けたインフラ
投資によりパブリックディスプレイなどプラス成長を
見込むものの、国内生産で7割弱を占める電子部品・デ
バイスで、半導体のメモリ価格低下による生産額減少、
主な需要先である車やスマートフォンで海外生産の回
復が遅れ輸出の減少につながったことから電子工業に
おける2019年の国内生産額は対前年6％減とマイナス
の見込み。

続く2020年の輸出については、依然として米中貿易
摩擦長期化等による懸念はあるものの、省エネ制御に
使われるパワー半導体や、スマートフォンの高機能化
によってCMOSイメージセンサやコンデンサ等の電子
部品では生産増加が見込まれる。車やスマートフォン
などの需要の高まりは、高機能化・薄型化・省エネに
貢献する高信頼性電子部品や半導体の生産・輸出の増
加につながる。2020年の国内生産額は対前年±0%と
見通した。2020年の日系企業の内外生産に占める国内
生産比率は37％となり、「ディスプレイデバイス」（日系
国内生産比率88%）、「サーバ・ストレージ」（同78％）、「半
導体」（同62％）、「医用電子機器」（同65％）、「電気計測器」
（同68％）、など、高度な信頼性や品質を要求される分
野では、引き続き高い国内生産比率と見通した。
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